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概要 現在，電子辞書の出版は記憶メディアの大容量化と低廉化により，その多様性を増してきてい
る．本来辞書には極めて豊富で多角的な情報が内包されており，これらの情報は「辞書の文法」に従
って構造的に記述されている．しかし人手で辞書を引くとき，その構造や配列が固定であるために辞
書が潜在的に有する豊富な情報を十分利用することが出来ない．そこで，辞書の持つ情報を有効に利
用するためには，辞書の固定構造による強制から解放して，使用者のニーズにかなう情報を提示でき
る手段が必要である．本研究では，母体とする複数の辞書をその論理構造にしたがって構成要素に分
解し、ユーザが必要な項目のみを自由に組み合わせて新たに定義できる「仮想電子辞書」の概念を提
案し，プロトタイプシステムを作成する。 
新規性 現在，多種類の辞書を内蔵した市販電子辞書システムが販売されている．その相互検索機能
を使えば、複数辞書にまたがった場合の検索操作性は向上するものの、個々の辞書を意識して、切り替え
るといった操作が必要である。本研究では，複数の辞書からユーザの好みの仮想辞書を作り出すことがで
き，切り替えを必要とせず，これを単一の辞書として操作することが可能である。このような考えに基づ
く電子辞書システムは存在しない． 
応用例 語学学習者向け，辞書編集者向けシステム．辞書実体はＸＭＬで表現されている．他の一般
の XML文書についても，ここでの考え方と方法を適用することが可能である． 
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